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性教育の実践と性に関する意識の変容
北薗裕一f
Practice of Sex Education and Transformation of Consciousness about Sex 
Yuichi KITAZONO 
The objective of sex education is to help and support young people伽 ough社団irmental， physical and moral 
development. At puberty也巴 problemsof prevention， as well as sexual behavior.ヲ sexCOnSClOUSn巴sand sexually 
仕組問U恥 ddiseases， are getting more and more serious. At our school血e1st students w巴regiven intensive 1巴C旬res
on sexαlucation (2hrs x5=10hrs in the second ter.m ) by a p出t-tlm巴 teacherof血巴 m巴dicin巴 dep征tm巴ntat 
Kagoshima Universi守 m 血eschool years 2005 and 2006. Before the first lectureラ aquestionnaire on sexual 
consciousness was conducted and the findings helped to plan and consider吐leclass. When al血electures were 
finished， the same questionnaire was conducted again to investigateせlechanges in吐leirconsciousness. It covered 
questions about consciousness of sexual equality， male-female role， mar.riage and s巴xualintercourse. According to 
the questionnaires before and after th巴class，也巴r巴W巴resom巴differenc巴sbetween血巴 sexes.How巴ver，considering 
仕1巴rewere some insignificant changes， itis necessary to reconsider what to teach 
This paper presents血esex education class carried out in the school years 2005 and 2006 and the changes in the 
studentsラsexconsciousness before and after白巴class
Keywords : sex education， sex conSC10usn巴ss， sexual equality， contraception 
1 はじめに
今日の社会では青少年における性問題が多発してい
る。その中には社会問題に発展するものまである。初
等教育から性教育が導入され、各地で様々な論議が繰
り広げられる中、各学校は性教育のあるべき姿を求め
ている。 性教育とは本来、ライフサイクノレに応じた性
的発達と変化に対応して、生理・心理・社会等の各側
面から健康的で豊かな人間性と社会性をもった性行動
と性意識を身に付けるよ うに導くことにある 1)。
また、思春期における性教育では、性行動 ・性意識 ・
性感染症をはじめ、予防介入の問題が益々重要になっ
てきている。さらに、社会の情報化が格段に進歩する
と共に、少子化・高齢化など環境の変化も大きいため、
生涯を通じての性教育が必要となってきている。
そこで本校でも、平成 17年度より l年生を対象とし
て、鹿児島大学医学部より講師を招き、 性教育の授業
を集中講義(後期開催)の形態で実施している。その
際、性に関する意識調査を事前に実施し、その結果を
授業の計画段階や内容検討に役立てた。また、計5回
の授業終了後における学生の意識の変容をさぐるため、
一般教育科理系
同じ調査項目による事後意識調査も実施した。 同様な
方法で平成 18年度も取組み、平成 17年度との比較検
討等を行った。
本論文では、平成 17・18年度実施した性教育の授業
実践による学生の性に関する意識の変容について、 ア
ンケー卜結果をもとに報告する。
2 調査方法
鹿児島大学教育学部健康教育学科の西種子回弘芳教
授と調査項目を検討し、本校 1年生全員に対して性に
関する意識調査を実施した(資料I)。実施時期は、事
前調査に関しては各年度共に 9月中旬である。
また、それぞれのクラスごとに 5回の全講義終了後、
意識の変容を探るため、同 じ調査項目による事後意識
調査を実施した。
意識調査実施人数の学科別人数、男女の内訳は下記
の通りである(表 1)。本校の男女数割合の特徴として、
下記に示す表 lからも分かるとおり 、女子学生の割合
は約一割である。
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表1 意識調査人数(1:年生対象)
年度 平成 17年度 平成 18年度
期 事前 事後 事前 事後
性別 男'女 男・女 男・女 男'女
M 39 ・1 40 ・1 36 ・0 37 ・0
E 36 : 5 35 : 5 38 : 3 39 : 0 
S 39 ~ 2 ' 39 ~ 2 ' 41 ~ 2 ' 41 ~ 2 ' 
32 : 9 32 : 9 33 : 6 33 : 7 
C 36 : 5 37 : 5 ' 40 I1 38:。
言十 182 I 22 183 I 22 188 I 12 188 I 9 
注) M=機械工学科 E=電気電子工学科
s=電子制御工学科 1=情報工学科
c=土木工学科
3 授S震の実践
平成 17年度及び平成 18年度における授業日程は下
記の通りである。
《平成 17年度》
・前半 (11月中旬---12月)
機械工学科・電気電子工学科
・後半 (1月---2月)
電子制御工学科・情報工学科・土木工学科
《平成 18年度》
-前半 (11月中旬---12月)
情報工学科・電気電子工学科
・後半 (1月---2月)
機械工学科・電子制御工学科・土木工学科
また平成 17年度の授業計画 (2時間X5回)は下記
のようなテーマで全クラス取り組んだ。
o 1回目・・・『自己価値を自覚し、生殖機能を維持
する保健行動の意識を高める』
o 2回目・・・『性周期の性差を理解し、人格形成の
意識と相互扶助の関係性を築く』
o 3回目・・・『性的欲求の保障や差別的ジェンダー
を払拭し、関係性や環境を考える』
o 4回目・・・『性の健康を確立するために、女性の
人権尊重と生命尊厳の意識を高める』
o 5回目・・・『性の健康を高める技法を習得し、自
己決定能力を高める』
平成 18年度に関しては、前年度の反省も踏まえ、若
者には最も興味があると思われる内容を含む『性の健
康を高める技法を習得し、自己決定能力を高める』を
1回目のテーマに変更し、学生の性教育に対しての意
欲を高めるようにした。
異性に最も興味を持つこの年代の学生に対して、特
に調査項目だけを意識した授業内容にはせず、性に関
する幅広い範囲の中で、生命尊重、人間尊重、男女平
等などに関して正しい知識と考え方を持ってもらえる
ようなテーマと内容を中心とした。講師が医学部在籍
の教員ということもあり、一般的な保健の授業よりは
とても深い内容となっている。
毎時間の授業の流れとしては、導入段階で本時のお
おまかな流れを説明し、中段ではテーマに関したVT
R視聴を取り入れた。そして終末段階には一言感想を
全員に提出させた。その感想、を利用し、毎時間ごとの
学生の理解度を確認した。その感想の中に有効な質問
事項や、指摘しなければならないような記述があった
場合は、その都度、全体もしくは個人に説明した。
平成 18年度からは、小テストも導入し、上記の一言
感想と併せて学生の理解度を計ることに役立てた。一
言感想だけでは見えなかった知識の理解度を把握する
ためにも、小テスト導入は効果的であったと思われる。
4性に関する意織の変容〈平成17年度)
4-1 男女平等に対する意識
事前意識調査において、「男性と女性は平等だと思う
かJという質問をしたところ、図 1のような結果とな
った。
男性と女性は平等だと思う
とても思う
まあまあ思う
。・普通
。・あまり思わない
0・全く思わない
図1 男性と女性は平等だと思うか(学年全体)
~ 事前調査 ~ 
「とても思う」と回答した学生の害1合が 16札「まあま
あ思うJと回答した学生の害1合が 2舗であった。
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図2 男性と女性は平等だと思うか(学年全体)
~ 事後翻査 ~ 
これに対し事後調査では、「とても思うJと回答した
学生の害1合が 21免へ， rまあまあ思うJと回答した学生
の害1合が 31%へと上昇し、男性と女性は平等であると
思う学生が増加したことが分かる(図 2)。
次に、同質問に対する調査結果を男女別に比較して
みると，事前・事後いずれの調査においても、男子学
生の方が女子学生よりも男性と女性は平等であると思
う害1合が高かった。
また、男子学生の数値が事前事後調査でそれほど変
容していなかった事と比較すると、女子学生の回答で
は、事前調査において「とても思うJと回答した学生
の害1合が 5札「まあまあ思うJと回答した学生の割合
が1脱であったのに対し、事後調査では「とても思うJ
と回答した学生の害1合が 10話、「まあまあ思うJと回答
した学生の割合が泊先と上昇していた。この女子学生
の意識の変容が、学年全体の数値の変化に影響を及ぼ
したことが分かる。
さらに、事前調査において「男性が女性よりも有利
だと思うか」という設問に対し、「とても思うJと回答
した学生の割合は 12払「まあまあ思うJと回答した学
生の害1合は27協であった(図 3)。
逆に「女性の方が男性よりも有利であると思うかJ
という設問に対し、「とても思うJと回答した学生の割
合は僅か側、「まあまあ思うJと回答した学生の割合
も 14%であったことから、男性の方が女性よりも何か
しら有利であると考えていた学生が全体的に多いこと
が分かる(図4)。
男性が女性よりも有利だと思
。。
G 
。
28% 
。
'0.とても思う
0・まあまあ思う
0・普通
Q.あまり思わない
0・全く思わない
図3 男性が女性よりも有利だと思う(学年全体)
~ 事前翻査 ~ 
女性が男性よりも有利だと
4% 思う
。。
38% 
G)=:Jとても思う
G>.まあまあ思う
φヨ普通
@・あまり思わない
0・全く思わない
図4 女性が男性よりも有利だと思う(学年全体)
~ 事前調査 ~ 
残念ながら、男性の方が女性よりも有利であると考
える学生が多いこの傾向は、事後調査においてもほと
んど変化は見られなかった。この背景には、現在も社
会の中に男性中心的な考えが存在することが予想され
る。男性中心的な捉え方の純潔教育から、男女それぞ
れが人として対等に、かっ違いをより豊かなものへと
転化していく視点からの共生を充分に考慮した指導が
必要であろうの。男女それぞれの性を前向きに受け止
め、互いの性を認め合い、相手を尊重することに柱を
おいた、授業内容を検討すべきである。
4-2 男女の役割に対する意識
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男性は家事・育児に携わる
方が良いと思う
とても思う
まあまあ思う
。・普通
。・あまり思わない
。・全く思わない
図5 男性は家事育児に携わる方が良いと思う
(学年全体) ，. 事前翻査 ~ 
男性は家事・育児に携わる
方が良いと思う
0・とても思う
。・まあまあ思う
0・普通
。.あまり思わない
。・全く思わない
図6 男性は家事育児に傍わる方が良いと思う(女子)
~ 事前翻査 ~ 
事前意識調査における「男性は家事・育児に携わる
方が良いと思うかJという設問に対する回答の害1合は
図 5の通りである。
「とても思うJと回答した学生の害1合が 17札「まあ
まあ思うJと回答した学生の割合が街角で、あったこと
より、半数以上の学生が、男性の家事・育児への参加
を良いことだと思っていたことがわかる。女子学生の
回答にいたっては、「とても思うJと回答した学生の割
合が 27札「まあまあ思う」と回答した学生の害1合が 55協
と、男性の家事・育児への参加を良いことだと思って
いた女子学生の割合は8害1を超えていた(図的。
さらに女子学生への事後調査では、図 7が示す通り、
男性は家事・育児に携わる
方が良いと思う
とても思う
まあまあ思う
O田普通
@・あまり思わない
0・全く思わない
図7 男性は家事育兜に携わる方が良いと思う(女子)
~ 事後翻査 ~ 
夫婦共働きは良いと思う
00% 
とても思う
・まあまあ思う
。.普通
。・あまり思わない
。・全く思わない
図8 夫婦共働きは良いと思う(女子)
~ 事後調査 ~ 
同じ設問に対して、「とても思うJと回答した学生の割
合が 4猟まで上昇した。
この点からも、男性が家事・育児に携わることに対
し、肯定的な考えを持った女子学生が増加したことが
分かる。
また、事後調査における「夫婦共働きは良いと思う
かJという聞いに対して、男子では「とても思うJと
答えた学生の害1合が 7札「まあまあ思うJと答えた学
生の害1合が 37免であった。女子にいたっては「とても
思うJと答えた学生の割合が24%、「まあまあ思う」と
答えた学生の害1合が 43話と、男子にも増して非常に高
い害1合を示した(図的。
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若者同士の結婚も家族の同意
がある方が良いと思う
G>.とても思う
。・まあまあ思う
Ci):J普通
。・あまり思わない
G・全く思わない
図9 若者同士の結婚も家族の同意がある方が良いと
思う(女子) '" 事後翻査 ~ 
このことからも、男女ともに「夫婦共働きJについ
ては肯定的な考えを持っている学生が多く、女子に関
しては特に夫婦共働きに対して賛成する考えの持ち主
が多いことが分かる。ここには、図 7の結果も影響し
ているものと思われる。夫婦共働きを可能にするには
男性も積極的に家事・育児に携わることが必要である
と考えている学生が多く存在することが推測できる。
4-3 結婚に対する意識
事前調査において、「若者同士の結婚も家族の同意が
あった方が良いと思うかJという問いに対し、「とても
思うJと回答した全体の学生の害1合は 1弧であった。
「とても思うJと回答した男子学生の害1合は l同であ
ったのに対し、女子学生の害1合は 40免と大きな差があ
った。
次に事後調査に関して同じ質問項目について見てみ
ると、女子学生において大きな変容が見られ、「とても
思うJと回答した割合が 40防当ら 62%まで上昇した(図
的。この意識の変容は、若者同士の結婚には家族の同
意が必要であると考える学生が増加したことを表して
いる。
また、「家族の反対があっても好き同士であれば結婚
しでも良いと思うか」という問いに対しては、事前・
事後いずれの意識調査結果において、男女聞に大きな
差が生じており、「良いと思うJと回答した学生の割合
は男子学生の方が女子学生よりもとても高かった。さ
らには「良いと思わないJと回答した学生の害1合も、
やはり女子学生の方が男子学生よりも高かった。これ
らのことより、若い年齢での結婚に対しては、女子学
生の方が男子学生よりも、家族の意見を聞き入れる傾
向があることが分かる。家族の意見が全て正しく、必
ず聞き入れるべきであるとは一概には言えないが、最
も身近な存在であり、愛情を注いで育ててくれた家族
ならではの意見は参考にすべきであろう。
さて、厚生労働省の人口動態統計からの分析では、
若年齢層の婚前出産、いわゆる「できちゃった婚Jの
比率が大きく増加しており、全結婚中、 1980年には
12.倒で、あった比率が、 1990年には21.側、 2000年に
は26.3話まで増加している九
若年結婚の全てではないが「できちゃった婚Jの場
合、産み育てる環境が整った計画出産に比べ、多くの
場合、将来設計も不安定な状態での出産であることは
否定できない。出産・育児をするためには経済的に大
きな負担が伴うためである。よりよい結婚生活、家族
生活を送るためにも、計画的な結婚、及び出産を行う
ためにも、当人の今後の人生へも配慮した家族の意見
にも充分に耳を傾けてもらいたいものである。
4-4 性交渉に対する意識
若者の性交渉体験の増加傾向、十代女性の中絶増加
など現代社会の実態に対し、本校でも性交渉に対する
意識を調査してみた。
「結婚前の性交渉はあっても良いと思うかJという
質問に対し、男子学生への事前調査では「とても思うJ
と回答した学生の割合が 17払「まあまあ思うJと回答
した学生の割合が 34%に対し、事後調査は「とても思
うJと回答した学生の害1合が 18話、「まあまあ思うJと
回答した学生の害1合が 37協と僅かな増加を示した。さ
らに、女子学生に対する同じ質問への回答では、「とて
も思う」と回答した学生の害1合が5防当ら 24%へと増加
し、大きな変容を示した(図 10)。
このことより、本取組により男女ともに結婚前の性
交渉について、肯定的な考えの持ち主が増加したこと
が分かる。特に女子学生については、肯定的な考えを
もった学生の割合が高いことから、やはり、エイズや
性感染症に関する授業の場で、もっと踏み込んだ内容
をとりあげ、これらの問題は身近な問題であるという
認識を持たせるためにも、正しい知識の習得が益々重
要となっていると言える。望まない妊娠という不測の
事態を未然に防ぐためには適切な性意識と避妊が基本
となる。
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結婚前の性交渉はあっても良
いと思う
とても思う
。・まあまあ思う
G).普通
。.あまり思わない
。・全く思わない
図10 結婚前の性支渉はあっても良いと思う(女子)
~ 事後調査 ~ 
避妊は当然だと思う
3% ~1% 
とても思う
まあまあ思う
普通
。.あまり思わない
0・全く思わない
図1 避妊は当然だと思う(男子)
~事後翻査~
また、「避妊は当然だと思うか」という問いに対して、
男子学生の場合、事前調査においては「とても思うJ
と回答した学生の害IJ合が30札「まあまあ思うJと回答
した学生の害IJ合が 23免であったのに対し、事後調査で
は「とても思うJと回答した学生の害IJ合が31話、「まあ
まあ思うJと回答した学生の害IJ合が 25話と、僅かでは
あるが避妊は当然であると思った学生の害IJ合が増加し
たことがわかる(図 11)。この数値より、半数以上の学
生が避妊の重要性を理解したと思われる。
しかしながらこの数値では満足出来ない。昨今、十
代女性の中絶増加や望まない出産、さらにはその望ま
ない出産のために経済的な不安を抱えたため至ってし
避妊は当然だと思う
とても思う
まあまあ思う
。・普通
。.あまり思わない
。・全く思わない
図12 避妊は当然だと思う(女子)
~事後調査~
まった育児放棄や胎児の放置、さらには胎児の殺害な
ど、生命の尊さについて考え直さなければならない事
件が後を絶たない。我が国では特別な理由があれば人
工妊娠中絶は認められてはいるが、人工妊娠中絶は、
女性にとって身体的な負担が大きく、精神的にも大き
な傷を残すことになる。性交渉に対して、そして避妊
に対しでもっと真剣に向き合い、正しい認識に基づい
た性行動をとるためにも、より多くの男子学生にも、
避妊の重要性を認識してもらいたい。やはり 10代の若
者にとってはノーセックスの選択肢も含め、予期しな
い妊娠を避けるためにも、授業の内容検討も今後行う
必要があろう。
さらに女子学生に至つては、事前調査において「と
ても思うJと回答した学生が54札「まあまあ思う」と
回答した学生の割合が叫に対し、事後調査では「とて
も思う」と回答した学生の害IJ合が 71札「まあまあ思うJ
と回答した学生の割合が同と、避妊は当然であると思
った学生の割合が大きく増加したことがわかる(図
12)。
これらのことより、男女ともに結婚前の性交渉に対
しては、肯定的な考えをもった学生が増加はしたもの
の、併せて避妊の重要性は理解し、避妊の必要性への
意識は高まったことが分かる。しかしながら、男女に
おける事後調査においても、避妊に対し、「全く思わな
いJrあまり思わないJと回答した学生が少数でも存在
するということは、今後の大きな検討課題であると言
える。
また、エイズや性感染症等の知識があっても、パー
トナーに自分の気持ちを伝えられない、相手に嫌われ
? ?
?
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図13 男性と女性は平等だと思う(女子)
~事後調査~
てしまうのではないかなど、メンタル的な面で予防行
動を取れないという状況もある。このように知識があ
っても、望ましい行動が取れないという状況は、健康
教育全般に共通する課題でもある 4)。
行動の変容を目指す行動主義心理学に基づく健康教
育では、「分かつているのにやらないJ原因を知識や理
解の不十分さよりも、知識と行動を媒介するものとし
て自信や意欲、意志や自己肯定感、自尊感情などの情
意的なものとしてとらえている。。現代の若者をとり
まく環境はメール・インターネットを通したコミュエ
ケーション手段が一般化し、若者のコミュニケーショ
ン能力の低下が強く言われている一つの原因でもあろ
フ。
今回の授業でも、実践力を高める点にも重点をおい
て取り組んではみたものの、「わかるJことから「でき
るJことへつながる性教育が実践できたかは定かでは
ない。お互いに相手の気持ちを理解し合い、信頼関係
を築くことが重要である。生命尊重、人間尊重、男女
平等などの精神に基づく正しい異性観をもつことによ
って、自ら考え、判断し、意志決定の能力を身につけ、
望ましい行動をとれる学生の心理面へのサポートも常
日頃から心掛けていきたい。
5 平成18年度...査に見られた変容
5-1 男女平等に対する意識
事前意識調査において、「男性と女性は平等だと思う
かJという質問をしたところ、「とても思うJと回答し
た学生の割合が 17払「まあまあ思うJと回答した学生
の割合が 24%であった。これに対し事後調査では、同
表2 男性と女性は平等だと思う(学年)
~ 平成 17年度 平成 18年度事前 事後 事前 事後
とても思う 16% 21% 17% 20% 
まあまあ思う 24% 31% 24% 24% 
普通 36% 28% 41% 36% 
あまり思わない 18% 18% 15% 14% 
全く思わない 6% 2% 3% 6% 
合計(%) 100 100 100 100 
質問において、「とても思うJと回答した学生の害IJ合は
20免へと説上昇し、「まあまあ思うJと回答した学生の
害IJ合は24%で変化が無かった。
次に、女子学生の回答を見てみると、事前調査にお
ける「男性と女性は平等だと思うかJという質問に対
し、「とても思うJと回答した女子学生は 17免で、逆に
「全く思わないJと回答した女子学生も脱存在した。
しかしながら事後調査における同質問では、「とても思
うJと回答した女子学生は22悩まで上昇し、「全く思わ
ないJと回答した女子学生は附といなくなった。これ
らのことより、男性と女性は平等であると思う学生の
割合が増加したことが分かる(図 13)。
また「男性と女性は平等だと思うかJという設問に
対する平成 17年度と平成 18年度の事前及び事後調査
結果をまとめたものを表2に示す。
表2からも読み取れるとおり、平成 17年度及び平成
18年度共に、「とても思うJrまあまあ思うJと回答し
た学生の害IJ合が増加したことが分かる。このことより、
男女平等に対する意識については平成 17年度及び平
成 18年度共に、効果的な変容が見られた。
このように平成 17年度及び平成 18年度共に、『男性
と女性は平等だと思うか』という問いに対し効果的な
変容が見られた原因として、授業内容に、男女に見ら
れる心理的性差について、若者が興味を号|かれる性交
をめぐる性差と題して取り扱ったことで、女性に対す
る優しさや思いやり等が育まれたものと推察できる。
これはレポートの中からもこの点に触れていた学生が
多かったことからも分かる。
5-2 男女の役割に対する意識
事前調査において「男性は一途に仕事を頑張る方が
良いと思うかJという質問に対する、女子学生の回答
を見ていくと、「とても思うJと回答した肯定的な考え
を持つ女子学生が 2同存在した。逆に「あまり思わな
いJと否定的な考えを持つ女子学生は縦しかいなかっ
た。しかしながら事後調査結果を見てみると、「とても
思うJと肯定的な考えを持つ女子学生が脱へと全くい
なくなり、逆に「あまり思わないJと否定的な考えを
もった女子学生は3説まで増加した(図 14)。
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図14 男性は一途に仕事を頑張る方が良いと思う
(女子) ，. 事後翻査 ~ 
さらには「男性は家事・育児に携わる方が良いと思
うかJという問いに対し、事前調査及び事後調査にお
いて、 6害IJ以上の学生が肯定的な考えを持っていた。
特に女子学生にいたっては、男性の家事・育児への参
加に肯定的な考えを持っている学生が8害IJ以上を示し
た。
これら 2つの質問結果より、男性も仕事ばかりする
のではなく、男性は家事・育児に対して協力したい、
また女性は、男性に家事・育児へ協力してもらいたい
と考えている学生が多く、さらに性教育実践後は、干
のような考えをもった学生が増加した。
5-3 性交渉に対する意識
「結婚前の性交渉はあっても良いと思うか」という
問いに対し、事前調査では、「とても思う」と回答した
学生の害IJ合が 20払「まあまあ思うJと回答した学生の
割合が 24%であった。逆に「あまり思わないJと回答
した学生は市しかおらず、さらに「全く思わないJと
回答した学生に至つては川であった。やはり、社会問
題にもなっている性交渉体験の低年齢化は意識の面に
おいて、本校でも当てはまると言って良い。
また、中高生そして大学生などでは、性交までの交
際期聞が短くなり、一ヵ月以内に半分以上が性的関係
をもち、しかも相手が代わるサイクルも早く、性交相
手の平均は約3人になっている。しかし、それにもか
かわらず性交時のコンドームの毎回使用率は2.3害IJで、
性交相手の総数が多いほど使用率が下がるという調査
結果もある(木原雅子京都大学助教授調査)。
このような背景及び本校学生の実態を踏まえながら
結婚前の性交渉はあっても良い
と思う
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図15 結婚前の性交渉はあっても良いと思う
(学年全体) ，. 事後調査 ~ 
表3 結婚前の性交渉はあっても良いと思う(学年)
~ 平成 17年度 平成 18年度事前 事後 事前 事後
とても a思う 17% 19% 20% 12% 
まあまあ思う 35% 34% 24% 27% 
普通 42% 36% 48% 44% 
あまり思わない 5% 9% 7% 10% 
全く思わない 1% 2% 1% 7% 
合計(%) 100 100 100 100 
授業へ取組み、事後意識調査を行った。同質問に対し、
「とても思うJと回答した学生の割合は 20活から 12悩
まで減少し、「まあまあ思う」と回答した学生の害IJ合は
27協であった。逆に同質問に対して否定的な考えをもっ
ている「あまり思わないJと回答した学生は 10免と増
加し、さらに「全く思わないJと回答した学生も市ま
で上昇した(図 15)。
3回目の授業で、性交をめぐる心理的性差を取り扱
った際、性交に至るまでの過程における心理的性差、
性交を満たす過程における心理的性差、性交後の受け
止め方における心理的性差などを説明した。意外と身
近な問題であったためか、学生は呼びかけ等に対し、
経験に基づいたような返答をする学生も数名いたこと
からも、本校 1年生でも少なからず性交渉体験者がい
ることが推察できた。
「結婚前の性交渉はあっても良いと思うかJという
設問に関して、平成 17年度の意識調査結果では、「と
ても思うJと回答した肯定的な考えを持つ学生が増加
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図 16 避妊は当然であると思う(学年全体)
~ 事後調査 ~ 
していたという点からすると、平成 18年度の意識変容
を表3から見てみると、「とても思う」と回答した害IJ合
が20角から 12判へと減少したことが分かる。
また、「避妊は当然だと思うかJという聞いに関して、
事前調査では「とても思うJ、「まあまあ思う」と肯定
的な考えを持っていた学生の割合が 45出で、あったのに
対し、事後調査では「とても思う」、「まあまあ思うJ
と肯定的な考えを持った学生の割合は併せて 50貨と、
僅かではあるが増加したことがわかる(図 16)。
授業で、は避妊について、人工中絶率や性感染症』寵患
率の現状を理解させるために、最も身近な本県のデー
タも示した。全国平均と比較しでも鹿児島はどの年代
でも人工中絶率が高いことから(平成 16年度)、他人
事ではないことを自覚させることができた。このこと
は授業後の一言感想からも伺えた。
「避妊は当然だと思うか」と言う設聞に対し、「とて
も思うJ、「まあまあ思う」と肯定的な考えを持った学
生の割合が増加した理由の一つであろう。
さらに女子に関しては、約9害IJの学生が避妊に対し
肯定的な考えを持つまで、に至った。昨年度も避妊の必
要性については肯定的な考えを持つ学生が増え、ねら
いとしていた方向へ意識は変容していたことから、表
4からも分かるとおり、平成 17年度に続き平成 18年
度も僅かではあるが効果があったと言える。
このように避妊に対する意識の変容は効果的に図
ることができた。しかしながら前述の通り、性交渉に
対する意識はあまり変容が見られなかったo ここには、
現在の情報化社会が及ぼす影響も大きいと思われる。
現在は、街中に溢れている性に関する情報を、正し
く選択する力もなく興味本位でインターネットや携
表4 避妊は当然であると思う(学年)
~ 平成17年度 平成18年度事前 事後 事前 事後
とても思う 32% 35% 25% 24% 
まあまあ思う 22% 23% 20% 26% 
普通 38% 37% 45% 38% 
あまり思わない 5% 3% 7% 7% 
全く恩わない 3% 2% 3% 5% 
合計(%) 100 100 100 100 
帯電話で、簡単に入手で、きる。 1999年の調査では、携帯
電話所有率は、高校生で5劃強、中学生では 1害IJ程度
にしか過ぎなかった。しかし、 2005年の調査では、高
校生・大学生の9害IJ程度が携帯電話を所有するように
なり、中学生の所有率も5劃前後までも伸びているへ
所有率の高まる携帯電話から簡単に入手できる情報
の中には、若者の性的欲求を刺激し、判断を誤らせる
ような情報も含まれているので注意が必要である。そ
れらの情報(アダノレトビデオ・インターネット・雑誌
等)の氾濫による誤った情報によるリスクの拡大が今
後も危慎される。社会全体として、若者の人権尊重・
生命尊重という観点から、この情報化社会に対して対
策を講じなければならないと強く思う。
6 まとめと今後の課周
平成 17・18年度実施した性教育の授業実践による性
に関する意識の変容について、男女平等に対する意識
や、避妊の必要性に対する意識等に関しでは、効果的
な変容が見られた。しかしながら、性交渉に対する意
識等ではあまり変容が見られなかった。
性交渉の低年齢化の中、ノーセックスの選択肢を含
め、パートナーを思いやる気持ちのもと、性感染症や
HIVから身を守り、望まない妊娠・出産をしないた
めにも、正しい避妊方法の理解及び技法の習得が非常
に重要である。
また、現代の情報化社会の中で、自分にとって有益
な情報を選択する力を如何にして身につけさせるかが
大きな課題と言える。これからの社会を担う若者のた
めに、授業のみではなく、学校全体、もしくは地域全
体として、若者を取り巻く環境に対して真剣に向き合
い取組んで、いかなければならない。
最後に授業内容の検討から実践まで積極的に取り組
んでくださった元鹿児島大学医学部の嶋田教授と、調
査項目の検討にご協力頂いた鹿児島大学教育学部の西
種子田教授に心より感謝申し上げます。
? ???
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